
※田代神社算額資料　岐阜県の算額解説（高木重之著）より抜粋

３．養老郡養老町高田　田代神社　天保１２年（１８４１）　５問題
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第1問題

与えられた正方形に等しい面積を持つ円の直径を求めよ（第6図）．

術　文（答）

円の直径＝1．12・（正方形の一辺）

現代的解法

与えられた正方形の一辺の長さをαとして求める円の直径を∂とすると

方（音）2＝α2
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2

∴　d＝マ言α≒1・128α

第2問題

与えられた正方形の中へ4個の専門を入れる．黒い部分の面積を知って等円の直径を求めよ

（第7図）．

術　文（答）

1

等円の直径＝（黒い面）（1一花　4・－
2

現代的解法

求める等円の直径をd，黒い部分の面積をSとする（図4）．

4万（音）2 ＋S＝（2d）2

∴　（4－方）が2＝S

d＝　S（4－訂）

1

2

第3問題

S（1－万　4）

図　4

正方形の内に2個の斜線を作り甲の正方形3個と乙正方形1個を入れる．甲正方形の一辺の

長さを知って乙正方形の一辺の長さを求めよ（第8図）．

術　文（答）

乙正方形の一辺＝（√㌃－1）／2（甲正方形の一辺）

現代的解法

（其の1）

求める乙正方形の一辺をガ，甲正方形の一辺をαとすると斜線

の部分は相等しい（図5），依って次の方程式が得られる．

ズ（ズ＋α）＝α2

これから　ズ＝（√㌃－1）／2・α

（其の2）

直角三角形AβCで（図5）

βC2＋AC2＝4月2＝（Aか＋∂β）2

すなわち

（ズ＋α）2＋（ズ＋2α）2

＝（√（示：抽2＋√間
これから

（ズ2＋戯－α2）2＝0
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を得る．

第4問題

正方形内に4分円弧を書き，その内に円弧に接する最大な青円を書き，順次に接する黄，黒

円2個ずっ入れる．

そして正方形の二辺に長軸と短軸が夫々平行になるような楕円が正方形と円弧に渡してい

る．その楕円に内接する最大な赤門を書き，この赤円と楕円の長軸の端でこの楕円に接する円

を自円とする．黒円が与えられているとし，自円が最大となるような楕円の長軸の長さを求め

よ（第9図）．

術　文（答）

♪＝　6054＋4014　2　　　とすると

長軸＝（40十53√デーの・黒径

＝、巧‾（17＋√す）（3＋√ぎーノ9＋6J甘）・黒

解　法
図6

楕円0‥窓＋音＝1

とし正方形の一辺をガとすると（図7），楕円0が円Cに点Pで接し楕円の点Pでの法線躇0

の長さを虎とするとき次ぎの2つの基公式が成り立つ

の2つの基公式が成り立つ

あ2（∂2－α虎）ズ2＋2αあ2月（α一月）ズ＋α2月2（∂2－α虎）＝0……………（1）

∂2（あー抽2－2的2月－のズ＋α2月2（ゐ一皮）＝0………∴…（2）

（1）×（ゐ一点）－（2）×（あ2－β虎）

α厨2＝∂3　　　　　∴　虎＝占 ノ吾 ……………（3）

（3）を（2）に代入すると

∬2－2（α十∂＋√扇）芳十αゐ＝0…………（4）

次ぎに白円仇が楕円周とAで接し赤門がβで接するから
α

（図8），その条件は　あ＝す

これを（4）に代入すると

α2－2（3＋√官）β芳十2ズ2＝0

α＝（3＋√訂±√すす百マ雪）ズ

複号±は負をとって

α＝（3十√才一√す再㍍巧）ズ
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G（ち）

また図9で箱を知りαを求める．

ズ＝√官（！す＋1）れ＝ノ甘（3＋！す）花

＝√甘（17＋√訂．）乃

これを（5）に代入すると

α＝√す（17＋！す）（3＋√訂－J9＋6了でγ3．

注　この解答は直井功教諭によるものである．

第5問題

与えられた正方形の内に2個の半円孤を書き楕円と甲乙丙の10個の円を入れる（乙円は半円

である）．楕円の短径が丙円の直径に等しいとき楕円の長径を求めよ（図10）．

術　文（答）　（897－ノ恋画房昏）／720（正方形の一辺）

注　原問題の答の中で不明の部分は筆者の推定であって（1）は七言2）は側とする（第10図）．
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正方形の一辺を27とすると円01，02，03の半径はそれぞれ〃2，〃説　〃6（図11）

楕円を昔＋窓＝1

とすると，題意から　ゐ＝円Qの半径J／6

また，和算の研究雑論I〔（3）〕109頁から

月＝銅2再2－0ダ2－C′ダ2＝α2＋儲＋′2－′2－（‡′）2＝α2－号2　（α）
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一月＝β2あ2一十α27′2＋あ2γ2－ゐ20ダ2－α2C′ダ2＝α2

＝‡α2′2…………・朝

（÷）2＋甜＋椚2－占2′2－α2（誹

（α），(b)を次式に代入して整理すると

∂27勇一2月芳一3α2㍑2＝0……‥＝‥…（5）

3あ4γ2＋2あ2〟k－劫2＝0‥・‥‥‥……（6）

注（i）上の二式は和算の研究雑論王　109頁の（5X6）

（3α2「2J2）72＋72α2血＋36・9α2g2＝0

J4＋8（3（22－2g2）血＋36・4α2ズ2＝0

となり，この2つの方程式からガを消去して整理すると

360α4－897α272＋128g4＝0……………（C）

∴　α2＝（897±J8972－4・360・128）／720・72

ここで　α＜J　だから

－＝、三三三‾
注（h）和算の研究　雑論1，117頁　中頃のつぎの2式：

わ2（α2＋2あγ－γ2）十4α2短＋3α2㌦＝0

3占3γ＋2∂（α2＋2∂γ－γ2）ズ十2α2ズ2＝0

からズを消去して作られたαに関するつぎの方程式

（5あγ3－7占2γ2－γ4＋誓）＋（2γ2＋3ゐγ一芸）α2－α4＝0………＝…・（d）

のうちα2の係数の最後の項芸は㌶㌔の間違いである・従って（のの方程式を訂正して

仇γにそれぞれγ＝「，∂＝J／6を代入して整頓すると（C）が得られる．
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